平成２５年度　上之郷小学校　主題研究の構想図
学校の教育目標
すすんでやりぬく　上之郷の子

自ら学び考える子　豊かな心の子　体をきたえる子　やりぬく子

　知　　　　　　情　　　　　　体　　　　　意


国土・地域

学校の課題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めざす児童の姿
過去の研究における児童の実態

　　 


研究主題

自らの生命を守るために必要な事柄を知り、
主体的に判断し安全な行動ができる児童の育成


研究仮説

命やくらしの大切さとその守り方を知り※①、仲間と共に防災・減災対策を考え※②、身に付けた力を発揮できる※③指導を行えば、主体的に判断し安全な行動ができる児童を育成することができる。


研究領域




　　　　職員研修会　　　　　　　　研究推進委員会　　　　　　　　　防災教育推進委員会
　　　　　　災害図上訓練と研修会の実施　　　　視点を明確にした全校研究会の実施　成果・課題の蓄積　　　　学校防災教育に対する助言と共同訓練の実施
基礎的・基本的な学習内容の確実な定着

平成23年度までの研究のあゆみ

「自ら学び、共に高め合う子をめざして」の実践に基づく、話し方聞き方の定着

平成25年度　研究内容の具体的実践事例　
今年は、領域①～③を３つの部会で分担します。研究内容は、指導内容の追求を①に、指導方法の追求を②とします。授業研究は、意識調査の５つの観点に基づいた「防災教育の観点」を指導案に明記し、指導内容と指導方法を追求します。
　
研究領域







基礎的・基本的な学習内容の確実な定着

平成２３年度までの研究のあゆみ

「自ら学び、共に高め合う子をめざして」の実践に基づく、話し方聞き方の定着






























特別活動研究部会








生活安全研究部会





学習研究部会








【研究領域①】※仮説①より





命やくらしの大切さとその守り方を知る指導





教科・道徳





学習研究部会








【研究領域③】※仮説③より





身に付けた力を発揮できる指導





総合的な学習・その他























【研究領域②】※仮説②より





仲間と共に防災・減災対策を考える指導





学級活動

















生活安全研究部会





特別活動研究部会




















【指導内容】　教科・道徳


□生命の尊重・家族愛（道徳）


□学校・町たんけん（生活科）


□大すき上之郷ガイドマップづくり（社会科）


　さいがいは　昔もあったの


きょうどをひらく（社会科）


災害からくらしをまもる（社会科）


私たちの国土（社会科）


わたしたちの生活と環境（社会科）


自然災害を未然に防ぐ


わたしたちの生活と政治


災害復旧（社会）


□台風と天気の変化


流水のはたらき


大地のつくりと変化（理科）


□百年後のふるさとを守る（国語科）


□健康で安全なくらし（家庭科）


□けがの防止と手当、身の回りの安全点検


（体育科・保健）











【指導方法】


□教材・題材・教具の開発


□単位時間のねらいと役割の明確化


□学習時間と学習環境の追求














成果としての物や文化


＊【補助教材集・副読本】


有形→児童・指導者向け














【指導内容】


【学級活動】


1年「地震・火事から身を守るⅠ」


2年「地震から身を守るⅡ」


3年「雷から身を守る」


4年「水害から身を守る」


５年「津波から身を守る」


６年「旅行先で身を守る」





【ぼうさい　かみのごう】


＜朝活動＞


・募金・節電・節水・ノーチャイム


・安全点検、ガラス点検


・あそぼうさいカルタ・防災紙芝居


・AED実習・声だし練習


・災害伝承・カルタづくり


・非常袋・非常食準備


（防災ミニキャンプ）














【指導方法】


□教材・教具の開発


□学習時間や学習活動の試み














成果としての物や文化


＊【防災の日】無形→児童


有形→パンフレット指導向け

















【指導内容】


　総合的な学習


命を守る学習


・避難経路、シェイクアウト確認。


・セーフティーゾーンを探す。


・地震の1次対応・火災の二次避難で試す。


命を守る学習


・防犯対策を知る。


命を守る学習


・心肺蘇生・ＡＥＤ、着衣泳


命を守る学習


・すみやかに下校する。緊急下校・引取時訓練.


命を守る学習


・通学路の危険箇所点検。


・避難場所を決め、ハザードマップ作り


・通学分団D.I.G.


命を守る学習


・避難所運営、町防災訓練　H.U.G.


命を守る学習


・自主防災会と合同訓練


・防災キャンプ、防災オリエンテーリング


命を守る学習


・下校時の避難対応











【指導方法】


□訓練の記録とふりかえり方法の追求


□ふりかえりの生かし方の追求














成果としての物や文化


＊【マップ・ＤＶＤ】


有形→児童・保護者向け


有形→地域向け








研究内容①　指導内容の追求

















【研究領域①】※仮説①より





命やくらしの大切さとその守り方を知る指導








教科・道徳








【研究領域③】※仮説③より





身に付けた力を発揮できる指導








　総合的な学習・その他























【研究領域②】※仮説②より





仲間と共に防災・現在対策を考える指導








　学級活動　

















○明るく素直で任された活動を誠実に行う力が伸びてきている。


○自分から気付いて動き、努力する力が付いてきた。


●生活をよりよくするために解決、行動する力が弱い。


●臨機応変に対応したり、創意工夫したりする力が弱い





・命やくらしの大切さやその守り方を知る児童


　↓　　　・・・※仮説の①


・仲間と共に防災・減災対策を考える児童


　　　↓　　　・・・※仮説の②


・身に付けた力を発揮できる児童


　　　　↓　　　・・・※仮説の③


・仲間と共に災害を乗り越えてふるさとで生きていこうとする児童


※幼保小中が連携し、地域と共に歩み高める





防災意識調査Ⅲ～Ⅳの実施


「関心・意欲・態度」「知識・理解」「思考・判断力」「技能」「生き方」の５観点で実態分析し、指導内容と指導方法の工夫改善に生かす。





【国土や地域・校区の成り立ち】


・火山・地震活動等の地殻変動と海流による温暖湿潤な気候に恵まれ山紫水明だが、災害を継続的して受けやすい地形・気象条件下にある国土。


・東海・東南海・南海を含む海溝型連動地震や内陸型直下地震の震源域に近接する地域。


・付加体岩盤上の水平な沖積層が多い地盤は比較的安定しているが、風化した花崗岩が露出する山地も広がり、増水や土砂災害の危険が高い。


・100mm/hを超す猛烈な雨により河川増水・土砂災害が２ヶ年連続して発生。校舎は一次避難所に指定されたが冠水や浸水があった。




















【防災教育の在り方を見直す必要性】


・H23.3.11の東日本大震災で、地震や津波に対する対策をとっていた我国は、多くの人命とそれまでの平穏なくらしを失うことになった。


・今後も必ず起こる巨大地震や気象災害を主とする様々な災害に対し、想定に依存せしない防災教育、防災管理、組織活動等の学校防災・地域防災の推進が社会的に急務となった。


・想定にとらわれず、率先避難し、最善を尽くして素早く判断・的確に行動し、自他の命を守り抜く児童・生徒の育成の必要。


























研究内容②　指導方法の追求



















































































